
 
 
 

ハイビジョン 
ロクラク Slim 

 
 

メディアプレーヤ 
取 扱 説 明 書 

○ このたびは、日本デジタル家電 ハイビジョンロクラク Slim をお買い上げいた

だきまして、誠にありがとうございました。 

○ 付属されております本アプリケーションを正しく使っていただくために、お使い

になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。 

○ お読みになった後は、いつもお手元においてご使用ください。 

○ 本書は「ハイビジョンロクラク Slim」本体の接続及び設定については触れてお

りません。必ず「ハイビジョンロクラク Slim」本体付属の取扱説明書をご覧の

上、正しく接続及び設定を行ってください。 



– 1 – 
本書の内容については、予告なく変更する場合があります。(Rev.09.01) 

 
 
 

本使用許諾契約書（以下「本契約」といいます）

は、お客様と(株)日本デジタル家電との間の契約

です。ソフトウェアロクラクおよびそれに付随する

ソフトウェア（以下「本ソフトウェア」といいます）を

インストール、複製、または使用することによって、

お客様は本契約のすべての条件に同意されたこ

とになります。本契約の条件に同意できない場合

は、ご使用にならないでください。 
 
第 1条 使用権の許諾 
(株)日本デジタル家電は、本契約記載の条件に従い、

本ソフトウェアに関し、日本国内における以下の非独

占的かつ譲渡不可能な権利をお客様に対して許諾しま

す。 
1. 本ソフトウェアを、1 台のハードウェアへインス

トールしする権利。ただし、お客様が本ソフトウ

ェアを他のハードウェアへ移管する場合には、本

ソフトウェアを移管前のハードウェアから完全に

消去することを条件とします。 
2. 本ソフトウェアの保存のみを目的として、１コピ

ーに限り本ソフトウェアのバックアップ・コピー

を作成する権利。 
 
第 2条 著作権等 
1. 本ソフトウェア及びマニュアルに関する著作権、

特許、商標権、ノウハウ及びその他のすべての知

的所有権は(株)日本デジタル家電へ独占的に帰属

します。 
2. お客様は、(株)日本デジタル家電の書面による事

前の承認を得ることなく、本ソフトウェア及びマ

ニュアルを第三者へ賃貸、貸与、販売または譲渡

できないものとし、かつ、本ソフトウェア及びマ

ニュアルに担保権を設定することはできないもの

とします。 
3. お客様は、本ソフトウェアにつき、リバース・エ

ンジニア、逆コンパイルまたは逆アセンブルする

ことはできないものとします。お客様の改造に起

因して本ソフトウェアに何らかの障害が生じた場

合、(株)日本デジタル家電は当該損害に関して一

切の責任を負わないものとします。 
 
第 3条 保証及び責任の限定 
1. (株)日本デジタル家電は、前項において明示する

場合を除き、本ソフトウェア、マニュアルもしく

は第 4 条に定義されるサポートサービスに関して

一切の保証を行いません。また、(株)日本デジタ

ル家電は、本ソフトウェア及びマニュアルの機能

もしくはサポートサービスがお客様の特定の目的

に適合することを保証するものではなく、本ソフ

トウェア又はマニュアルの物理的な紛失、盗難、

事故及び誤用等に起因するお客様の損害につき一

切の保証をいたしません。 
2. お客様が期待する成果を得るためのソフトウェ

ア・プログラム（本ソフトウェアを含むがこれに

限られない）の選択、導入、使用および使用結果

につきましては、お客様の責任とさせていただき

ます。本ソフトウェア又はマニュアルの使用もし

くはサポートサービスに起因してお客様又はその

他の第三者に生じた結果的損害、付随的損害及び

逸失利益に関して(株)日本デジタル家電は一切の

責任を負いません。 
 
第 4条 契約の解除 
1. お客様が本契約に違反した場合、(株)日本デジタ

ル家電は本契約を解除することができます。この

場合、お客様は、本ソフトウェア及びマニュアル

を一切使用することができません。 
2. お客様は、本ソフトウェア、マニュアル及びその

すべての複製物を破棄することにより本契約を終

了させることができます。この場合、ライセンス

対価は返還いたしません。 
3. 本契約が終了するか又は解除された場合、お客様

は、本ソフトウェア、マニュアル及びそのすべて

の複製物を(株)日本デジタル家電へ返却するか又

は破棄するものとします。 
 
第 5条 一般条項 
1. お客様は、(株)日本デジタル家電の書面による事

前の承諾を得ることなく、本ソフトウェアを日本

国外へ持ち出すことはできないものとします。 
2. 本契約は、本ソフトウェアの使用許諾に関し、本

契約の締結以前にお客様と(株)日本デジタル家電

との間になされたすべての取り決めに優先して適

用されます。 
3. 本契約は、日本国法に準拠するものといたします。

本契約に起因する紛争の解決については、東京地

方裁判所が第一審としての専属的管轄権を有する

ものとします。 
 

使用許諾契約書 使用許諾契約書 
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お使いになられる前に、付属品をお確かめ下さい。 
本ソフトウェアを使用するのに必要な付属品は、以下の通りです。 
 

□ インストール用 CD-ROM 
 

必ずお読みください 

○ 大切な記録の場合には、必ず事前に試し録りをし、正常に記録されているこ

とを確認してください。 
○ 大切な記録映像に関しましては、そのコピーをあらかじめ作成しておくことを

お勧めいたします。 
○ 万一、不具合により記録されなかった場合や、ファイルが破損・削除された

場合の記録内容の補償についてはご容赦ください。 
○ あなたが録画・録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権

利者に無断では使用できません。 

付属品 
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ご登録頂くと、お役に立つ各種情報のご案内

などを随時お届けしておりますので、是非ご登

録いただきますようお願い致します。 
ご登録の際、必要事項の記入漏れなどがあっ

た場合、ユーザー登録できませんので、必ずご

確認ください。 
 
 
 
 
テクニカルサポートサービスは、登録ユーザ

ーのみご利用いただけます。 
何らかの問題点・疑問点がございましたら、

まず各機能の説明ページや、「Q&A」等をご覧

下さい。それでも問題・疑問を解決できない場

合には、下記のサポート窓口を用意しておりま

すので、ご都合がよいサポート窓口までお問い

合わせ頂けますよう、お願いいたします。 
また、インターネットホームページ上では、

ロクラクをはじめとした、最新情報やユーザー

サポートページを設けておりますので、下記

URL にてご覧下さい。 
 
メールサポート 
 下記の必要事項をご確認頂き、当社サービス

窓口となる E-mail アドレスまでお問い合わせ

頂けますようお願い致します。 
 
FAX サポート 
 インターネット環境をお持ちで無い方は、下

記の必要事項をご確認頂き、当社サービス窓口

までお問い合わせください。 
 
電話サポート 
 インターネット環境をお持ちで無い方は、下

記の必要事項をご確認頂き、当社サービス窓口

までお問い合わせ下さい。 

 
各サポート窓口をご利用いただく場合には、下

記事項が必要となる場合があります。お問い合

わせの前にご確認願います。 
・記入日 
・氏名(ユーザ登録名) 
・電話番号及び FAX 番号 
・住所 
・登録番号 
・製品名及びバージョン 
・お使いのパソコン環境(メーカー名、製品

名及びバージョン、OS のバージョン、CPU
及びメモリ搭載容量等) 
・表示されたメッセージ 
・問題が発生した場合の詳しい状況 

 
今後とも、株式会社 日本デジタル家電の製

品をご愛用くださいますよう、お願い申し上げ

ます。 
 
 
 
 
 
E-mail アドレス help@rokuraku.com 
電話番号         0120-498-798 

 (修理サポート係をご指定ください) 
FAX 番号 053-456-7999 
サービス時間 9:30～12:00, 13:00～17:00 

(土曜・日曜・祝祭日・ 
年末年始・夏期休暇を除く) 

URL  http://www.rokuraku.com 
 
 
 

テクニカルサポート 

ユーザー登録 

テクニカルサポートサービス 

テクニカルサポート・サービス窓口 

本書に記載されている機能は、本書を

作成した時点で確認されている情報を記

載しています。本書作成後の最新情報に

つきましては、弊社サポート窓口までお

問い合わせください。 
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1. はじめに 
 
 

・ メディアプレーヤについて 
 
このたびは、メディアプレーヤをお使いいただき、誠にありがとうございます。ご使用の前に

本書をよくお読みいただき、正しいお取り扱いをお願いいたします。 
 メディアプレーヤは PC 上にあるロクラクシリーズの録画ファイルなどの MPEG2 トランスポ

ートストリームファイルをハイビジョンロクラクで再生するツールです。 
 

・ 再生可能なファイル 

 
再生可能なファイルは以下のものです。 

(1) ロクラクシリーズで録画したファイル(拡張子.m2t) 

(2) ARIB 規格に準拠した MPEG2 トランスポートストリームファイル(拡張子.ts) 

 
・ 動作環境 

 
パソコン DOS/V 

対応 OS Windows 2000 日本語版 

 Windows XP 日本語版 

 Windows Vista 日本語版 

ディスプレイ 800×600 FullColor 以上で、表示が可能なディスプレイカード 

CPU Intel Pentiun 3, 4 / Celeron / Core / Core2 

AMD Athlon, Duron  800MHz 以上 

推奨環境は 1.3GHz 以上 

メインメモリ 256MB 以上 (ただし、Windows 2000 の場合は 128MB 以上) 

その他 対応 OS 上に DirectX8.1 以降がインストールされていること。 

PC の USB デバイスは 2.0 を推奨。1.1 の場合、正常に動作し

ない機能があります。 

 
● 表記している対応機種以外での動作保証は致しかねます。 
● OS は各バージョンにおける最新のサービスパック・修正パッチを適用してください。 
● Windows は、Microsoft Windows operating system の略称として表記しています。 
● Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 
● その他一般に、会社名及び商品名は、各社の商標または登録商標です。 
● 仕様は予告なく変更されることがあります。 
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2. 接続・インストールガイド 
 
 

・ デバイスドライバのインストール 

 
メディアプレーヤを使用するには、PC にデバイスドライバをインストールする必要があります。 

 以下の手順に沿って、デバイスドライバをインストールしてください。 
 この手順は、初めて PC とロクラクとを USB で接続した場合の 1 回のみ行います。それ以降は

必要ありません。 
 

(1) Windows の起動・ログイン 

まず、ロクラク本体の電源を切った状態で Windows を起動します。 
WindowsXP または 2000 をお使いのお客様は、「コンピュータの管理者」もしくは  

「Administrator」権限を持つユーザアカウントでログインしてください。 
「制限」権限などのユーザアカウントではインストールができない可能性があります。 
起動後、添付されていますインストール CD を、CD ドライブに挿入してください。 

(2) 接続 

ロクラクと PC を USB ケーブルで接続してください。ロクラクの USB ハードディスク

を外し、「USB ホスト」コネクタに何も繋がっていない状態にして下さい。 
 接続後に、ロクラクの電源を入れてください。電源を投入すると、画面上に 
「新しいハードウェアを検出しました。 NCC USB Device」 
などと表示されます。 

(3) インストール 

しばらくすると、「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されます。 
以下の手順でインストールしてください。 

① 「 ソ フ ト ウ ェ ア 検 索 の た め 、 Windows 

Update に接続しますか?」では、「いいえ、

今回は接続しません」をクリックします。そ

の後で【次へ】ボタンをクリックします。 

 

 

 

② 「インストール方法を選んでください」では、

「一覧または特定の場所からインストール

する」をクリックします。その後で【次へ】ボ

タンをクリックします。 
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③ 「次の場所で最適のドライバを検索す

る」をクリックしてください。また、「リムー

バブルメディア(フロッピー、CD-ROM な

ど)を検索」のチェックは入った状態、「次

の場所を含める」のチェックは外した状

態にしてください。その後で【次へ】ボタ

ンをクリックします。 

④ 自動的にインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「新しいハードウェアの検索ウィザードの

完了」画面が表示されますので、【完了】

ボタンをクリックしてください。 

 その後、「デバイスの準備ができまし

た」というメッセージが表示される場合が

あります。 

 

 
 

・ ソフトウェアのインストール 

 
メディアプレーヤはアッププログラムによるインストールは必要ありません。 
PC のハードディスク上のお好きな場所にコピーして使用して下さい。 
CD から直接起動することも可能です。 

 
 

・ ソフトウェアのアンインストール 

 
レジストリ等を使用していませんので、アンインストールはコピーしたアプリケーションを 

削除して下さい。 



– 8 – 
本書の内容については、予告なく変更する場合があります。(Rev.09.01) 

 

 

 

 
3. 操作方法 

 
 

・ 起動 

UsbPlay(お使いの PC の設定によっては UsbPlay.exe と表示される場合があります)をダブル

クリックして起動します。 
 

・ 接続 

ロクラクは TV 映像が出力されている状態にして下さい。メニュー等が表示されている状態で

は再生は出来ません。 
ロクラクの USB ハードディスクを外し、「USB ホスト」コネクタに何も繋がっていない状態

にして下さい。 
ロクラクと PC を USB ケーブルで接続し、「接続」ボタンを押して下さい。 

 

ロクラクと接続すると、「ロクラクと接続しました」というメッセージが表示されます。 
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・ ファイル一覧の表示 

「フォルダ変更」ボタンを押して、動画の保存されているフォルダを指定して下さい。 

 

そのフォルダに含まれている動画がサムネイルに表示されます。 

 

※ ロクラクシリーズで保存されたファイルは先頭画像の静止画が表示されます。その他の

形式のファイルの場合、静止画は表示されません。 
 

・ 再生・停止 

再生したいファイルの画像をクリックし、「再生開始」ボタンを押すと再生が開始されます。 

 

再生中に「停止」ボタンを押すと再生が停止します。 
また、ファイルを再生し終わっても、自動的に停止します。 
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・ 切断 

終了する前に「切断」ボタンを押してロクラクとの接続を解除してして下さい。 

 

 

・ 終了 

「終了」ボタンを押してプログラムを終了して下さい。 
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